新　旧　対　照　表
	改正後
	改正前
	備　　考

	別紙１
介護職員初任者研修カリキュラム
略

介護職員初任者研修における目標、評価の指針
略

各科目の到達目標、評価、内容
１～６　略
７．認知症の理解（６時間）
　(1) 到達目標・評価の基準
　　略
　(2) 内容例
	指導の視点
	・認知症の利用者の心理・行動の実際を示す等により、認知症の利用者の心理、行動を実感できるよう工夫し、介護において認知症を理解することの必要性への気づきを促す。
・複数の具体的なケースを示し、認知症の利用者の介護における原則についての理解を促す。

	


内


容




	１．認知症を取り巻く状況
認知症ケアの理念
○パーソンセンタードケア、○認知症ケアの視点（できることに着目する）
２．医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
　　認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因疾患別ケアのポイント、健康管理
　　○認知症の定義、○もの忘れとの違い、○せん妄の症状、○健康管理（脱水・便秘・低栄養・低運動の防止、口腔ケア）、○治療、○薬物療法、○認知症に使用される薬
３．認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活
（１）認知症の人の生活障害、心理・行動の特徴
　　○認知症の中核症状、○認知症の行動・心理症状（ＢＰＳＤ）、○不適切なケア、○生活環境で改善
（２）認知症の利用者への対応
　　○本人の気持ちを推察する、○プライドを傷つけない、○相手の世界に合わせる、○失敗しないような状況を作る、○すべての援助行為がコミュニケーションであると考えること、○身体を通したコミュニケーション、○相手の様子・表情・視線・姿勢などから気持ちを洞察する、○認知症の進行に合わせたケア
４．家族への支援
　　○認知症の受容過程での援助、○介護負担の軽減（レスパイトケア）



８～９　略

生活支援技術演習・・・１０－１２時間程度
「13．介護過程の基礎的理解」
「14．総合生活支援技術演習」

(1) 到達目標・評価の基準
略
(2) 内容例
	指導の視点
	略

	

内

容


	＜Ⅰ．基本知識の学習・・・１０～１３時間程度＞
１～３　略
＜Ⅱ．生活支援技術の学習・・・５０～５５時間程度＞
４～12　略
＜Ⅲ．生活支援技術演習・・・１０～１２時間程度＞
13．介護過程の基礎的理解
　　○介護過程の目的。意義・展開、○介護過程とチームアプローチ
14　略



10．振り返り（４時間）
　略


別紙２～別紙６
　略














別紙７
研修期間が公表すべき情報の内訳

	研修期間情報
	法人情報
☆
	略

	
	研修期間情報
☆
	略

	研修事業情報
	研修の概要
	略

	
	課程責任者
	略

	
	研修カリキュラム
（通信）
修了評価
	略

	
	実習施設
(実習を行う場合)
	略

	講師情報
	
	△名前
△略歴、現職、資格、担当科目
△受講者向けメッセージ等
△受講者満足度調査の結果等

	実績情報
	
	略

	連絡先等
	
	略

	質を向上させるための取り組み
	略


●：必須　　△：可能な限り公表
☆：他のページにリンクで対応可

注１　インターネット上のホームページにより情報を公開する。
　２　サーバーは、法人ごと事業者ごとに自ら確保する。
　３　基本ストラクチャは変更しない。
　４　受講者の募集を開始するときまでに公開するものとする。

別紙８～９　略
	別紙１
介護職員初任者研修カリキュラム
略

介護職員初任者研修における目標、評価の指針
略

各科目の到達目標、評価、内容
１～６　略
７．認知症の理解（６時間）
　(1) 到達目標・評価の基準
　　略
　(2) 内容例
	指導の視点
	・認知症の利用者の心理・行動の実際を示す等により、認知症の利用者の心理、行動を実感できるよう工夫し、介護において認知症を理解することの必要性への気づきを促す。
・複数の具体的なケースを示し、認知症の利用者の介護における原則についての理解を促す。

	


内


容




	１．認知症を取り巻く状況
認知症ケアの理念
○パーソンセンタードケア、○認知症ケアの視点（できることに着目する）
２．医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
　　認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因疾患別ケアのポイント、健康管理
　　○認知症の定義、○もの忘れとの違い、○せん妄の症状、○健康管理（脱水・便秘・低栄養・低運動の防止、口腔ケア）、○治療、○薬物療法、○認知症に使用される薬
３．認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活
（１）認知症の人の生活障害、心理・行動の特徴
　　○認知症の中核症状、○認知症の行動・心理症状（ＢＰＳＤ）、○不適切なケア、○生活環境で改善
（２）認知症の利用者への対応
　　○本人の気持ちを推察する、○プライドを傷つけない、○相手の世界に合わせる、○失敗しないような状況を作る、○すべての援助行為がコミュニケーションであると考えること、○身体を通したコミュニケーション、○相手の様子・表情・視線・姿勢などから気持ちを洞察する、○認知症の進行に合わせたケア
４．家族への支援
　　○認知症の受容課程での援助、○介護負担の軽減（レスパイトケア）



８～９　略

生活支援技術演習・・・１０－１２時間程度
「13．介護課程の基礎的理解」
「14．総合生活支援技術演習」

(1) 到達目標・評価の基準
略
(2) 内容例
	指導の視点
	略

	

内

容


	＜Ⅰ．基本知識の学習・・・１０～１３時間程度＞
１～３　略
＜Ⅱ．生活支援技術の学習・・・５０～５５時間程度＞
４～12　略
＜Ⅲ．生活支援技術演習・・・１０～１２時間程度＞
13．介護課程の基礎的理解
　　○介護課程の目的。意義・展開、○介護課程とチームアプローチ
14　略



10．振り返り（４時間）
　略


別紙２～別紙６
　略














別紙７
研修期間が公表すべき情報の内訳

	研修期間情報
	法人情報
☆
	略

	
	研修期間情報
☆
	略

	研修事業情報
	研修の概要
	略

	
	課程責任者
	略

	
	研修カリキュラム
（通信）
修了評価
	略

	
	実習施設
(実習を行う場合)
	略

	講師情報
	
	●名前
●略歴、現職、資格、担当科目
△受講者向けメッセージ等
△受講者満足度調査の結果等

	実績情報
	
	略

	連絡先等
	
	略

	質を向上させるための取り組み
	略


●：必須　　△：可能な限り公表
☆：他のページにリンクで対応可

注１　インターネット上のホームページにより情報を公開する。
　２　サーバーは、法人ごと事業者ごとに自ら確保する。
　３　基本ストラクチャは変更しない。
　４　受講者の募集を開始するときまでに公開するものとする。

別紙８～９　略
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